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人類の偉人である金日成主席がチュチェ思想を創始したときから数十年の歳月が

流れました。 

世界の多くの人がチュチェ思想を研究しています。その理由は何でしょうか？ 

それは世界のすべての国と地域に住んでいる多くの人が自国の政治、経済状況につ

いて不満足を感じているからです。彼らみんなが自分たちの祖国で富者と貧者間の不正

義と不平等を目撃しています。 

世界の大部分の国が超大国、特にアメリカの抑圧の下で呻吟しています。いわゆる

超大国の支配は、すなわち他国にたいする抑圧であり、その民族の富にたいする略奪で

あり、民族文化の破壊です。世界的範囲でこのような現実を認識している多くの人たち

は、現在の資本主義的で新自由主義的な政治、経済制度に反対してたたかおうとします。

彼らの目標はすべての人が搾取と抑圧から脱して自由に暮らすようにすることです。そ

れで彼らは正義かつ平等な社会を建設するための政治思想を追及しています。一方、彼

らは歴史を通じてソ連式社会主義は決して新社会のモデルではないということを認識

するようになりました。政治指導者が人民と団結していなかったため、1989 年に東欧

の社会主義諸国が数ヶ月の間に崩壊しました。それから 2 年後、超大国であるソ連が崩

壊して世界地図から消えました。 

この時期、多くの進歩的人民は朝鮮民主主義人民共和国の情勢を注視しました。朝

鮮人民は多くの難関を経ていましたが、チュチェ思想にもとづいた朝鮮の政治経済制度

は崩壊しませんでした。 

むしろ、「苦難の行軍」の時期、朝鮮人民は金正日総書記の指導の下にすべての難

関を克服し、自力で朝鮮民主主義人民共和国を、人工地球衛星を軌道に打ち上げること

のできる現代的な工業国家に発展させました。 

アメリカとその追随諸国が朝鮮民主主義人民共和国を滅ぼそうとあらゆる策動を

弄している状況下で、金正日総書記は軍事を優先させる先軍思想を示しました。 

昨年からわれわれは新型コロナウイルス伝染病によって世界的な危機をなめてい

ます。今、貧富の格差がより明白になっています。これは、富める者はますます富み、

貧しき者はますます貧しくなるということを意味するだけでなく、豊かな人たちは治療

とワクチンをよりよく受けることができるということを意味します。新型コロナウイル

ス伝染病は不平等な社会を以前よりもっと不平等に変えています。いわゆる発展した

国々でも多くの人民大衆が経済的及び医療上の問題で苦痛をなめています。世界のほと



んどの国の政治指導者はこのような問題を解決する能力がありません。政治家は現実的

な対策がなく、ポピュリズムについて云々しています。その結果、人民大衆は自分の政

治指導者をもう信頼しておらず、彼らに反対する多くのデモが世界的な範囲で行われて

います。 

朝鮮民主主義人民共和国の状況はどうでしょうか？ 

今年の 1 月朝鮮労働党は党第 8 回大会を行いました。 

大会期間、金正恩総書記は 2016 年に行われた党第 7 回大会以後、朝鮮民主主義人

民共和国で収められた成果にたいする具体的な報告を行いました。 

金正恩総書記は数時間にわたり、経済、社会、対外関係をはじめ、各分野にたいす

る分析を行いました。金正恩総書記はまた、以前の計画の遂行が未達成となったことに

ついても指摘しました。 

そして 5 ヵ年計画に準じて、新たな 5 カ年計画期間に達成すべき目標について明白

に示しました。金正恩総書記は党員と人民に朝鮮式社会主義を発展させるための具体的

な方途とともに朝鮮民主主義人民共和国と人民の主権と自給自足、自主性を守るために

朝鮮労働党が講ずる対策的問題について示しました。 

朝鮮労働党第 8 回大会の報告は、金正恩総書記と他国の政治指導者との差を見せて

います。金正恩総書記は報告で真実を隠しませんでした。まさにこういうことにより、

朝鮮労働党員と全朝鮮人民は金正恩総書記を領袖としていただいているのです。 

金正恩総書記はいつも大衆の中におり、人民大衆は金正恩総書記を信頼しています。 

金正恩同志を朝鮮労働党の総書記として推戴したことは、総書記にたいする党員

の深い尊敬の表しとなります。 

われわれの研究グループは朝鮮労働党第 8 回大会で行った金正恩総書記の報告

にたいする研究と討論を深く行いました。朝鮮労働党第 8 回大会の報告に準じてわ

れわれは朝鮮民主主義人民共和国について関心をもっている人たちにそれについて

知らせています。 

われわれは人々に朝鮮民主主義人民共和国のような小さな国も正しい政治思想が

あり、正しい政治指導者がいるならば、自主的な生と自給自足を享受できると話してい

ます。 

朝鮮民主主義人民共和国はチュチェ思想の生命力を示しています。 

金正恩総書記が金日成主席と金正日総書記の理論を金日成・金正日主義理

論として体系化したことにより、世界の進歩的人民は自主と独立、自給自足の

ための闘争の正しい理論をもつようになりました。  

 


